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資料配付

件 名 国道１号桜宮橋（銀橋）周辺の歩道で、
歩行者と自転車を分離する社会実験を実施します

◇近年、自転車事故は増加傾向にあり、特に歩行者と自転車の交通事故は、最近10

年間で約4.5倍に増加しています。

そのため、歩道上での歩行者と自転車が錯綜している状況を改善し、自転車・歩

行者が安全に安心して通行できる環境を整える必要があります。

◇このたび、大阪国道事務所では、国道１号桜宮橋（銀橋）周辺の歩道において、

歩行者と自転車を物理的に分離する社会実験を実施しますのでお知らせいたしま

概 要 す。

１．実施日時：平成22年3月12日(金)22時

～平成22年3月21日(日)22時

２．実施場所：国道1号桜宮橋（銀橋）周辺

（東野田交差点～東天満交差点間の内約L=620m）

３．実施内容：

①歩行者と自転車の通行空間の境界に、仮設材による分離

柵を設置します。

②歩行者と自転車の通行空間を示す案内板を設置します。

なお、社会実験中は、通行実態の調査や利用者アンケート等

を実施し、分離する効果や課題について検証します。

取 り 扱 い

配 布 場 所 近畿建設記者クラブ

大手前記者クラブ

問い合わせ先 近畿地方整備局大阪国道事務所 事業対策官 松田好生

交通対策課長植村洋一郎

TEL ０６－６９３２－１４２１



国道１号桜宮橋（銀橋）周辺の歩道で、
歩行者と自転車を分離する社会実験を実施します

近年、自転車事故は増加傾向にあり、特に歩行者と自転車の交通事故は、最

近10年間で約4.5倍に増加しています。

そのため、歩道上で歩行者と自転車が錯綜している状況を改善し、自転車と

歩行者が安全に安心して通行できる環境を整える必要があります。

このたび、大阪国道事務所では、国道１号桜宮橋（銀橋）周辺の歩道におい

て、歩行者と自転車を物理的に分離する社会実験を実施することとしましたの

でお知らせします。

１．実施日時：平成22年3月12日(金)22時

～平成22年3月21日(日)22時

２．実施場所：国道1号桜宮橋（銀橋）周辺

（東野田交差点～東天満交差点間の内約L=620m）

３．実施内容：

①歩道の単路部、交差点部、バス停部において、歩行者と自転車の

通行空間の境界に、仮設材による分離柵を設置します。

②歩行者と自転車の通行空間を示す案内板を設置します。

なお、社会実験中は、通行実態の調査や利用者アンケート等を実施し、分離

する効果や課題について検証します。

社会実験ついて皆様のご理解ご協力よろしくお願いします。

位 置 図



歩道の単路部において、歩行者と自転車の通行空間の境界に、仮設材による分離柵
を設置し、自転車の走行状況を把握します。

歩道の交差点部において、歩行者と自転車の通行空間の境界に、仮設材による分離
柵を設置し、自転車の走行状況（錯綜の状況、停止位置での停止状況等）及び信号待
ちの歩行者の状況を把握します。

歩行者と自転車の通行空
間の境界に仮設材による
分離柵を設置します

実験イメージ

交差点部イメージ

単路部イメージ

信号待ちの歩行者
の状況把握

自転車走行時の
錯綜状況把握

自転車の停止位置
での停止状況把握

仮設のマット

歩行者と自転車の通行空
間の境界に仮設材による
分離柵を設置します



歩道のバス停部において、歩行者と自転車の通行空間の境界に、仮設材による分離
柵を設置し、自転車の走行状況及びバス待ちの歩行者の状況を把握します。

歩行者と自転車の通行空間を示す案内板を設置します。実験区間に大きさの異なる「案内板」
を設置し、歩行者と自転車の誘導効果を把握します

停車したバス

歩行者と自転車の通行空
間の境界に仮設材による
分離柵を設置します

案内板による誘導効果の把握

バスがきた時に自転
車走行空間を横断し
て乗車

バス待ちスペース

バス停部イメージ

案内板（小）
【30㎝×30㎝】

案内板（大）
【60㎝×60㎝】

案内板（中）
【45㎝×45㎝】

仮設のマット



 社会実験において歩行者と自転車を分離することによる効果や課題を検証するため
にアンケート調査を実施します。 アンケート調査用紙を実験場で配布、聞き取りをさせ
ていただきますので、ご協力お願い致します。

アンケートの実施
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